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令和３年５月小矢部市教育委員会定例会会議録 

 

 １ 開催日時及び時間   令和３年５月27日（木） 

開会 午前10時00分 

閉会 午前11時20分 

 

 ２ 出席委員 １番 野澤 敏夫（教育長）  ２番 前田 智嗣   ３番 古村 正明 

        ４番 佐々木 稲男      ５番 石野 昌一 

 

 ３ 説明員  教育委員会事務局長  中村 英雄 

教育委員会事務局次長（教育総務課長） 橋本 信之 

    こども課長      塚田 恵美子 教育センター所長   山田 茂晴 

    給食センター所長   砂田 克宏  文化スポーツ課長   大沼 誠一 

職務のため会議に出席した職員    文化スポーツ課長補佐 北川 猛 

教育総務課課長補佐  梶 拓朗 

教育総務課課長補佐  本田 和裕 

 

 ４ 議事日程 

    日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 会議録の承認について 

日程第３ 教育長の業務について 

日程第４ 議案第13号 小矢部市公民館指導員の委嘱について 

 

    報告事項 

１ 令和３年度全国学力・学習状況調査及び全国体力・運動能力、運動習慣等調査の実施に

ついて 

２ 夏季休業中の学校閉庁日の設定について 

３ 新型コロナウイルス感染症に伴う１学期学校行事等の対応について 

４ 令和４年（第60回）市成人式の開催について 

５ 公益財団法人クロスランドおやべの経営状況報告について 

６ 公益財団法人小矢部市体育協会の経営状況報告について 

７ 令和２年度中学３年生の視力の平均の推移について 

 

    その他 
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５ 議事の内容 

教育長 

 

 

 

 

 

教育総務課課

長補佐 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

文化スポーツ

課長 

教育センター

所長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化スポーツ

課長 

 

教育長 

 

 

 

 

 （開会宣言及び定足数を満たしていることにより会議の成立を宣言） 

 

日程第１ 会議録署名委員に ５番石野委員を指名。 

 

 日程第２ 前回の会議録の承認について説明をお願いします。 

 

（「日程第２ 会議録の承認について」説明） 

 

 

 ４月22日開催の４月定例会及び５月14日開催の５月臨時会の会議録については、

今日まで修正意見が無かったとのことですので、承認いただいたものとして取り扱

わせていただいてよろしいでしょうか。 

 では、承認いただいたものとさせていただきます。 

 

 日程第３ 教育長の業務について各担当から説明をお願いします。 

 

 （日程第３ 教育長の業務報告及び予定について説明） 

 

 

 

 

 

１点補足をさせていただきます。５月14日に行われた臨時教育委員会、それに伴

う辞令交付についてですが、ご承知のとおり職員が公金を私的に使ったことが判明

しました。基準に照らして処分をすることになりましたけれども、真に残念なこと

と思っております。職員一同気を引き締めて、信頼回復に努めていきたいと今一度

改めて思う次第であります。処分を受けた職員については、まだ42歳の若さであり

ますので、今後一歩一歩着実に人生を歩んでほしいと思います。 

補足は以上ですが、日程第３について何かご意見、ご質問等はありますか。 

 

無いようですので、日程第３については承認いただいたものとして取り扱わせて

いただいてよろしいでしょうか。 

では、承認いただいたものとさせていただきます。 

 

次に、日程第４ 議案第13号「小矢部市公民館指導員の委嘱について」説明をお

願いします。 

 

（議案第13号「小矢部市公民館指導員の委嘱について」説明） 

 

 

ただいまの説明について、何かご意見ご質問はありませんか。 

 

無いようですので、議案第13号については同意いただいたものとして取り扱わせ

ていただいてよろしいでしょうか。 

では、同意いただいたものとさせていただきます。 
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教育総務課長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に報告事項に移ります。 

報告事項１「令和３年度全国学力・学習状況調査及び全国体力・運動能力、運動

習慣等調査の実施について」説明をお願いします。 

 

（報告事項１「令和３年度全国学力・学習状況調査及び全国体力・運動能力、運

動習慣等調査の実施について」説明） 

 

今ほど報告があったわけですが、改めて確認させていただきたいと思います。全

国学力・学習状況調査の調査結果については、市単位、学校単位ともに非公表とし

て参りました。令和３年度についても、引き続き非公表とすることでよろしいでし

ょうか。 

 

では、引き続き非公表と致します。 

 

それでは、ただいまの説明について、何かご意見ご質問はありませんか。 

 

無いようですので、次に報告事項２「夏季休業中の学校閉庁日の設定について」

説明をお願いします。 

 

（報告事項２「夏季休業中の学校閉庁日の設定について」説明） 

 

私から補足ですが、保護者への通知の中には、「緊急時の連絡は、教育委員会教育

総務課へ連絡してほしい」旨を書き加えます。連絡があった場合、教育総務課より

学校長へ連絡する流れにしたいと考えています。 

 

ただいまの説明について、何かご意見ご質問はありませんか。 

 

無いようですので、次に、報告事項３「新型コロナウイルス感染症に伴う１学期

学校行事等の対応について」説明をお願いします。 

 

（報告事項３「新型コロナウイルス感染症に伴う１学期学校行事等の対応につい

て」説明） 

 

私から補足ですが、立山登山は「検討中」となっていますが、学校のほうでコロ

ナ感染防止対策上、宿泊に対する懸念を持っており、日帰りでの実施も含めて検討

しているところです。 

夏休みプール開放が「検討中」となっておりますのは、水泳の授業であれば先生

方が目を配ってコロナ対策が可能となりますが、夏休みプール開放となれば、目が

行き届かない状況が懸念されるため、「検討中」となっております。 

また、14歳の挑戦が中止となりましたのは、受入施設の半分以上が老人介護施設、

福祉施設等であり、そういった施設はコロナに対して厳しく対応しておられるため、

全ての生徒の受け入れは困難であることから、中止と判断しました。代わりに企業

の方に来ていただいて話を聞くなどの形で、キャリア教育をできないかと考えてい

ます。 
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教育総務課長 

 

 

 

教育長 

 

佐々木委員 

 

教育総務課長 

 

 

教育長 

 

 

 

文化スポーツ

課長 

 

教育長 

 

 

 

文化スポーツ

課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

文化スポーツ

課長 

 

教育長 

 

前田委員 

 

 

文化スポーツ

課長 

 

訂正ですが、運動会について５月22日（土）とあります蟹谷小学校、津沢小学校、

石動中学校、大谷中学校は、雨天のため、順延して５月23日（日）に開催しており

ますので、訂正願います。 

 

ただいまの説明について、何かご意見ご質問はありませんか。 

 

 立山登山は中止になった場合、代替案はありますか。 

 

 今のところは中止ではなく日帰りの方向で検討中です。なお行き先については、

黒部方面も考えております。 

 

他に何かご意見ご質問はありませんか。 

無いようですので、次に、報告事項４「令和４年（第60回）市成人式の開催につ

いて」説明をお願いします。 

 

（報告事項４「令和４年（第60回）市成人式の開催について」説明） 

 

  

 何かご意見ご質問はありませんか。 

 コロナの関係で予定が変更になることも考えられます。加えて令和４年度から法

律が改正になることに対し、その調査状況について中間報告をしてください。 

 

 令和４年４月１日から成人年齢が20歳から18歳に引き下げられます。それに伴い、

成人式のあり方を検討しているところです。現在、公民館、委員にアンケートを取

り、小矢部市の方針検討の参考にしたいと考えています。基本的には従来の形を継

続しつつも、名称を「20歳のつどい」とするなど、対象年齢を変えない方法を含め

て検討していきたいと考えています。 

 

 この件に関しては、他市の状況も確認しつつ最終確認をしていきたいと考えてい

ます。 

  

報告事項４について、よろしいでしょうか。 

無いようですので、次に、報告事項５「公益財団法人クロスランドおやべの経営

状況報告について」説明をお願いします。 

 

（報告事項５「公益財団法人クロスランドおやべの経営状況報告について」説明） 

 

 

ただいまの説明について、何かご意見ご質問はありませんか。 

 

説明の中で収入が減った分を人件費の減で補ったとありましたが、職員を減らし

た、という意味でしょうか。 

 

職員が１名亡くなり、その方の分が欠員のまま運営をした、という意味です。 

また、先ほど職員の新陳代謝により減となった旨もご説明しましたが、それは職

員の平均年齢が下がったという意味になります。 
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前田委員 

 

文化スポーツ

課長 

 

教育長 

 

文化スポーツ

課長 

 

 

 

前田委員 

 

 

 

文化スポーツ

課長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化スポーツ

課長 

 

教育長 

 

古村委員 

 

 

 

文化スポーツ

課長 

 

 

 

 

 

 

欠員は解消されたのですか。 

 

補充は行っていないと聞いております。 

 

 

補充なしで大丈夫ですか。 

 

今のところ現有メンバーで進めております。 

コロナ禍のため、行事縮小で進めておりますので、現状では維持できております

が、状況が変わってくれば、その時の状況に応じて対応していきたいと考えており

ます。 

 

予算について、令和２年度予算に比べて令和３年度予算は少ないと言われました

が、令和２年度決算に比べて令和３年度予算は増えています。どのように考えれば

よいのですか。 

 

昨年度は事業も縮小化させていただいておりましたが、令和３年度については、

貸館業務、イベントなどを少しでも従来と同様の業務に取り組んでいけるとの予測

のもと、予算付けしたものです。 

 

 補足しますと、令和３年度の予算は令和２年冬に作成した予算付けであり、この

時点では、令和３年度にはコロナが収まっているものと見込んでいたことによりま

す。 

 

他に何かご意見ご質問はありませんか。 

 

無いようですので、次に、報告事項６「公益財団法人小矢部市体育協会の経営状

況報告について」説明をお願いします。 

 

（報告事項６「公益財団法人小矢部市体育協会の経営状況報告について」説明） 

 

 

ただいまの説明について、何かご意見ご質問はありませんか。 

 

令和２年度決算報告で、支出の法人会計「注５ 収入減に伴う人件費の減額」と

ありますが、収入が減になったらそこにいる職員は公共的な仕事をしているのにも

関わらず給料減になるということでしょうか。 

 

体育協会の会計につきましては、法人会計と収益事業会計、公共目的事業会計の

３つがあり、それぞれの会計に職員の給料が配分されております。今回、法人会計

の給料の支出は減になっていますが、これは法人会計の収入が減となったことに対

応するためであり、当該職員の給料総額は、他の会計の配分額を増額することで、

同額が確保されるよう計算されています。その旨は内部取引消去欄に表されていま

す。 
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教育長 

 

文化スポーツ

課長 

 

教育長 

 

 

 

 

教育センター

所長 

 

教育長 

 

 

 

教育センター

所長 

 

古村委員 

 

教育センター

所長 

 

教育長 

 

教育センター

所長 

 

石野委員 

 

 

 

教育センター

所長 

 

 

 

佐々木委員 

 

教育センター

所長 

 

佐々木委員 

 

今ほどの説明が伝わるよう、次年度から「増減理由」欄の表現を変更して下さい。 

 

次回より分かりやすい表記になるよう、検討いたします。 

 

  

他にご意見ご質問はありませんか。 

 

無いようですので、次に、報告事項７「令和２年度中学３年生の視力の平均の推

移について」説明をお願いします。 

 

（報告事項７「令和２年度中学３年生の視力の平均の推移について」説明） 

 

 

「令和２年度中学３年生の小学校入学以来９か年の視力の推移」の表で、当該学

年児童生徒数と、表中の裸眼Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの児童生徒数の合計が合ってこないと

思うのですが。 

 

裸眼視力の児童生徒数であって、矯正視力の児童生徒数は今回示してありません。 

 

 

パーセントの合計も100パーセントになっていないようですが。 

 

裸眼視力の児童生徒数と矯正視力の児童生徒数分を合わせると100パーセントに

なりますが、今回の資料では裸眼視力のみの集計となっています。 

 

矯正視力の児童生徒については、裸眼の視力を測っていないということですか。 

 

 そのとおりです。 

 

 

 裸眼でＤ評価（視力0.3未満）の児童生徒は、例えば令和２年度中に中学３年生男

子７名、女子８名いることになります。そういう生徒に対する指導はどのようにな

るのでしょうか。黒板の字が見えない等の不都合があると思うのですが。 

 

様々な家庭があるため、すぐに近視の児童生徒に眼鏡等を購入できる家庭もあれ

ば、すぐに購入できない家庭もあります。学校では、家庭での経済面にまではなか

なか踏み込めないため、家庭と相談しながら、教室での座席を前の方に配慮する等

の対応を行っているところです。 

 

視力低下の対策について、各家庭での取組、工夫はどんなものがありますか。 

 

家庭との連携ということで、部屋の明るさ、姿勢、テレビ視聴の適切な時間提示

等の指導をしています。学校だより、保健だより等で周知しています。 

 

視力低下の最大の原因は何ですか。 
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教育センター

所長 

 

佐々木委員 

 

教育センター

所長 

 

教育長 

 

 

 

 

文化スポーツ

課長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ視聴、ゲーム等で画面を注視することが原因と考えられます。 

 

 

睡眠時間も影響がありますか。 

 

先ほど申し上げた理由で睡眠時間が短くなってしまっているということも聞いて

います。 

 

他にご意見ご質問はありませんか。 

 

無いようですので、追加の報告事項ですが、「東京2020オリンピック聖火リレー（富

山県）について」説明をお願いします。 

 

（報告事項「東京2020オリンピック聖火リレー（富山県）について」説明） 

 

 

 昨日知事が16：30に記者会見を行い、公道での東京2020オリンピック聖火リレー

の中止を発表しました。小矢部市では、実行委員会を２回開いておりました。市民

の皆さまの協力も得て、また学校の子どもたちの協力も得て進めていましたが、今

回の知事の苦渋の決断により、中止となったものです。 

ただいまの説明について、何かご意見ご質問はありませんか。 

 

最後にその他として何かご意見ご質問はございませんか。 

 

無いようですので、本日の日程は全て終了とさせていただきます。本日も長時間

にわたりありがとうございました。 

 

先ほど業務報告の中にありましたとおり、この５月、私自身学校を訪問させてい

ただきました。そして、校長先生との面談に加え、できるだけ多くの先生の授業を

見させていただきました。その中で印象的だったのが、本当に多くの子どもたちが

先生の話をよく聞いて元気に授業に臨んでいる、ということです。そして、単に元

気なだけではなく、自分の考えをしっかりと発表している、その姿がとても印象的

でした。先生方も子どもたちの思いをできるだけ汲み取れるよう一所懸命がんばっ

ておられた。小矢部市の学校現場の伝統が息づいている、素晴らしいと改めて感じ

させられました。子どもたちと先生方が向き合って、言葉を交わしながら、互いに

表情を見ながら授業を進めていく、この対面こそが学校の力、これを発揮させる形

であると改めて感じさせられました。 

また、報告の中にありましたが、運動会を全ての中学校で実施させていただきま

した。訪問させていただいた中で印象的だったのが、ある子どもが、いつもはあま

り目立たないのに、運動会になるとテントを立てるときにすごくリーダー的になっ

て、生き生きと臨んでいた、という話を聞きました。こういう授業だけでなく、人

間関係の中で子どもたちが育っていく、これも学校の大きな力だと感じました。オ

ンラインでは育たない大きな学校の力を感じさせていただいたところです。 

一方、GIGAスクール構想に伴い、小矢部市でも全ての子どもたちにタブレット端

末を配布させていただきましたし、電子黒板も設置させていただきました。拝見し

た授業では多くの先生が電子黒板と普通の黒板を上手に併用しながら進めてらっし
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事務局長 

 

教育長 

 

ゃいました。黒板には課題を書き、電子黒板には実際の分数のかけ算をどんどん映

していく。プロジェクター型の電子黒板ではできない授業をしてらっしゃいました。

また、タブレット端末では「子どもたちの意見を入力させて、そのデータを電子黒

板に飛ばす」「それをみんなで議論しあう」「グルーピングしたり、キーワードを検

索したりさせ、先生がそれを題材にして授業を進める」といったハイレベルな授業

を進めていた先生も、数人ではありますがおられました。４月から始めて実質１ヶ

月ほどの期間にも拘らず、先生方がこのように積極的に取り組んでいらっしゃるこ

とに感心しました。もう一つ感心したのは、子どもたちが自分の意見を入力し、入

力データを教師用タブレット端末に飛ばすことにより、全員の意見が見られるとい

う過程の中で、「全員参加の授業」になっているという点です。あくまでもタブレッ

ト端末、電子黒板は道具です。その道具を生かすことで、より深みのある授業が小

矢部市の学校現場でも広がっていく、その期待感を十分に感じさせていただき、市

役所に帰ってきた次第です。 

コロナの関係で大変な状況が続いています。運動会も縮小版ではありますが、な

んとかできました。けれども、今後も、引き続き実施するための工夫を慎重に考え

ながら進めていきたいと思っております。 

先ほどありましたとおり、聖火リレーは中止になりました。突然の中止ではあり

ましたが、本当にこれまで聖火リレーを小矢部市で実施していくために担当の職員、

部署等いろいろな準備をしてきました。この準備に費やした過程というものは必ず

次の機会に生きてくるだろうというふうに思います。いろいろと厳しい中ではあり

ますけれども、このような努力が、次の未来に繋がっていくことを信じながら進ん

でいきたいと思っておりますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

最後に、次回定例会について事務局長より説明をお願いします。 

 

（説明 次回定例会  令和３年６月24日（木）午前10時） 

 

以上をもって閉会します。 

 

 

 以上、小矢部市教育委員会会議規則第18条第2項の規定により署名する。 
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